
 

 

平成 25 年度 SSH 活動記録のページ 

 

■ 平成 25 年度 SSH 活動記録（9 月） 

 

平成 25 年度 9 月の球陽高校 SSH の取り組みを紹介します。 

 

 

 

 2013.09.30 ▮ 学校設定科目「SSH探究Ⅰ（地学講座）」（1年 3組） 

 

 地学講座の第 2 回のテーマは「雲と雪ができる条件」です。 

 

 雲と雪ができるためには 

  ① 水蒸気があること，② 気温または気圧がさがること，③ 凝結核があること 

 の３つの条件が必要となります。 

  

 この授業では、実際に実験を通して雲と雪を生成します。 

 家でもできる実験なので、ぜひこの実験を道具をそろえて試してみてください。 

  

     

 

 

 

・氷がとても奇麗に出来てクリスマスツリーみたいでした。ダイアモンドダストが、とて 

 も印象的でした。 

・スターダストがすばらしかった。自然が作りだす美に感動を覚え、地学のすごさを知った。 

・ジクロロメタンを使って初めて普通の部屋で雪を作ったのがおもしろかった。ジクロロ 

 メタンが熱を奪うということを知ることができて良かった。ダイヤモンドダストを北海道 

 とか寒い所にいって見たいなと思った。 

・今日は前回より雲の観察ができた。前よりどんな雲なのか自分で判断することができた。 

 日頃、雲量とか気にしないけど、快晴、晴れ、くもりの違いがよくわかったので、今後 

 見てみたいと思った。 



 

 

 

 

 2013.09.24 ▮ 学校設定科目「SSH探究Ⅰ（化学講座）」（1年 2組） 

 

化学講座の第 2 回のテーマは「実験器具の使い方と日常生活における酸と塩基について」 

です。 

 

高校の実験で扱う器具（ホールピペット、ビュレット、ビービッヒ冷却器など）の使用 

方法について実習を通して学習します。 

 

また中学校で学習した中和が日常生活で役立っていることを紹介します。 

例として、中和処理施設やワインの年代測定、胃薬などを挙げて説明します。 

 

     

 

 

 

・酸とアルカリを区別できる指示薬はとても便利なものだと思った。胃薬にも活用されて 

 いて化学は日常生活でも意外と役に立っているんだと思った。 

・指示薬とか器具とか、昔の人たちはすごいと思いました。ビュレットのつくり、仕組み 

 が感動した。 

・いろんな器具の扱い方をならってどんな器具も実験がしやすいように作られているなと 

 思いました。特にホールピペットで残った液体は中央を温めて上を閉じたらでることが 

 とてもビックリしました。 

・今日は初めて使う実験器具に指示薬、今まで知らなかったことばかりで新しいことを沢 

 山自分のものにできて楽しかった。また、中学校までの中和の勉強は実験して終わりだっ 

 たけど、今日の授業で中和の反応を活かして、動植物にやさしい環境づくりをしているこ 

 とを知って、化学は世の中にとても役立つ学問なんだと思った。もっと化学を利用して世 

 の中のためになっていることを調べたいと思った。 

  

 

 

 2013.09.18 ▮ 学校設定科目「SSH探究Ⅰ（生物講座）」（1年 1組） 



 

 

 

生物講座の第 2 回のテーマは「顕微鏡の使い方」です。 

コルクやチラシを顕微鏡で見て、ミクロの世界を体験します。 

 

コルクはロバート・フックが最初に観察し、修道院の小部屋が並んでいる様子に似ている 

ことから小部屋を意味する“cell（細胞）”と名付けたものである。しかし実際にフックが 

見た“細胞”は“死んだ細胞”で“細胞壁“であったという逸話を一度は耳にしたことが 

あるのではないでしょうか。 

 

また、チラシは肉眼で見ると一色ですが、顕微鏡で見ると小さな点の集まりであることが 

わかります。私たちの肉眼には“見える限界”があることを体感し、顕微鏡はそれよりも 

小さなものを見ることができることを実感してもらいます。 

 

     

 

 

 

・今日は、いろんなものを顕微鏡を使って見ることができたので、面白かったです。 

 顕微鏡の達人になるために、どうしたらいいのかたくさん学べました。 

・人の肉眼で判別できるものは，0.2 ㎜まで，顕微鏡は 0.2／1000 ㎜まで見ることができる 

 と分かった。数字にしてみると，改めてそのすごさを感じた。顕微鏡の道具をより効果的 

 に工夫して使えるようになると実験も楽しくなる！とわかり，操作の勉強も大切なんだと 

 思った。 

・顕微鏡を使ってチラシの切り抜きを見ると、小さな点がたくさん集まって、１つの絵がで 

 きていることを知りました。とても面白かったです。 

・顕微鏡の達人への鉄則、完璧にマスターしたい。 

 

 

 

 2013.09.18、24 ▮ 沖縄気象台との連携授業（理数科 2年生） 

 

9月 18日、24日に 2年理数科全クラスを対象に沖縄気象台との連携授業を実施しました。 

この授業は、次年度から始まる学校設定科目「SS防災気象」の先行授業として「竜巻」を 

テーマに行われました。 



 

 

 

     

 

授業の前半は竜巻が起こるメカニズムを地学の赤嶺先生が解説し、後半は沖縄気象台職員に 

よる沖縄における竜巻の発生状況・被害状況、そして被害から免れるための方策について指 

導がありました。 

最近、竜巻被害がニュースや新聞で取り上げられていることもあり、授業最後の気象台職員 

への質疑応答では「竜巻が複数発生してぶつかりあることはあるのか」など多くの質問が寄せ 

られ、竜巻に対する関心の高さが伺えました。 

 

     

 

 

 

・沖縄ではそんなに竜巻は発生しないだろうと思っていたが、日本で発生する竜巻の約 6分の１が沖縄 

 で発生すると聞いて驚いた。また竜巻は身近に起こる災害だということが分かったので、竜巻が発生し 

 ても適切な対応が取れるようにしたい。 

・竜巻は台風のように、スケールがあることを初めて知った。台風は結構身近だと思っていたが、竜巻は 

 そういう風に考えていなかったから、沖縄が一位と知り、とてもビックリした。また、ものすごい被害を出す 

 ことも学んだ。最近、竜巻が発生したというニュースをよく見聞きするので、身を守る方法や竜巻の仕組み 

 を学ぶことができてよかった。 

・読谷の海上竜巻の映像は衝撃でした。 

・いつもと違った授業形式でとても楽しかった。竜巻の実験とかも普段経験できないからとてもよい勉強に 

 なった。 

・普段見ることが全くない竜巻にことについて知れてよかった。竜巻の起こるメカニズムも水と泡やドライア 

 イスを使って知ることができて感動した。掃除機で上昇気流を起こし、板と箱の隙間で渦を作ってできる 

 竜巻は本当に感動した。 

 

 

 



 

 

 2013.09.24 ▮ 早稲田大学 助教 玉城絵美氏 SSH特別講演会 

 

本校 11 期生で現在、早稲田大学の人間科学学術院にて助教をしている玉城絵美氏を 

招き、「理工系における企業勤務、起業と大学での研究活動」の演題で SSH 講演会を 

実施しました。 

中間テスト前ということもあり、参加が少ないのではないかという心配を余所に、生徒・ 

職員合せて約 60 名ほどが参加し、会場は満員の中、講演は行われました。 

 

     

 

玉城先生が現在取り組んでいる研究の紹介、研究者としての仕事内容・一日の過ごし方、 

後輩に向けての進路についてのアドバイスなど、興味深い話に参加者は熱心に耳を傾け 

ていました。 

質疑応答では、“先輩”としての玉城先生への質問が多くあり、球陽での学校生活や勉強 

についてアドバイスをいただきました。講演後、たくさんの生徒が下校時間ギリギリまで 

玉城先生のもとに集まり、時間を惜しんで質問する姿が見られました。 

 

     

 

講演後、玉城先生から「後輩たちから元気をもらいました」とのお言葉をいただきました。 

帰沖する期間を延長して、後輩のために講演会をしていただき、大変お世話になりました。 

 

 

 

・研究などは少し難しかったけど、あったら凄いと思えるような研究をされていて、私たちの先輩はさ 

 すがだなと思いました。また、これからの勉強も全ての科目を頑張ってみようと思ったし、いろいろな 

 ことに“挑戦”することが大事なのだと思いました。 

・玉城さんの研究内容は面白く興味ももてたけど、それ以上に研究者になるまでやその日常 

 についてのお話はありがたかった。1 つの特殊な研究でも、様々なことに応用できること 



 

 

 も学べました。 

・研究内容は難しかったけど、研究者の利点を話されているときの顔がとてもキラキラしていて、本当 

 にやりがいがあり、楽しいということが伝わりました。研究者が身近に感じられて、とても良い機会に 

 となりました。 

・将来研究者になりたいと思っていましたが、実際研究者が何をするのか全くわかりませんでした。 

 今回の講演で研究者を身近に感じることができ、研究者がどういうことをするのか、どういう企業に 

 勤めることができるのかなど疑問に思っていることが解決できました。 

 ・普段、自分が目を向けないようなことをのぞけてよかった。少し興味をもったし、勉強 

 へのやる気も出た気がする。自分のやりたいことを見つけて、頑張っていきたい。 

 

 

 

 2013.09.05 ▮ ミニポスターセッション（1年 4組） 

 

     

 

     

 

 

 

・身近で起こることについての内容で、興味をひかれるものもあった。少し難しくて、 

 よく分からないのもあった。みんな実験したり調べたりしていて、ちゃんとなぜこう 

 なるのかも書いていて納得できた。またこういう発表の機会はあると思うので、今回 

 の発表を活かし、いい発表にしたい。 

・今回の私のテーマでは、まだまだ調べるところも多いので、SSH の授業とは別でも 

いいので実験していくつもりです。 

・調べてみて、あまり気付かなかったことが多くあった。目的→実験→考察の順でやって 

 いくと新たに考えを深めることができたと思います。また、他の人を見て、別の見方 

 とか考え方を知ることができた。 

・ポスターのテーマで自分もなぜだろうという疑問がわき、その疑問を皆とてもわかり 

やすく解説していた。私は発表のときにとまってしまったので、もっとスムーズに発 



 

 

表したかったです。私たちの知らないものが身近にたくさんあるのだと実感しました。 

 

 

 

 2013.09.04 ▮ ミニポスターセッション（1年 1組） 

 

     

 

     

 

 

 

・1 人 1 人発表の内容も新鮮なものばかりで、勉強になったし、流れが論理的でさすが 

球陽高校だと思った。やはり、着眼点がユニークであること、論理的であることは大 

切なことだと思った。 

・気づきにくい身近な不思議について考える良い機会になりました。発表では少し早口 

 になってしまったけど、堂々とできたと思います。これからは質問されそうなことも 

 事前に調べて上手に対応できるようにしていきたいです。 

・それぞれが違った研究テーマで、目のつけどころが自分とは異なり、聞いていて面白 

かった。また、周り（全体的な）の雰囲気もよくて、声も聞きとりやすく、ポスター 

も分かりやすくて、聞くだけでなく見ても楽しめた。 

・皆、色々なことに興味をもち、調べたのだなと分かった。「ここはこうした方がいいん 

 じゃない!?」というのや、「こういうやり方もある」というのもあり、参考になり、 

 （自分のテーマに）改めて興味がわいた。 

 

 

 

 2013.09.03 ▮ ミニポスターセッション（1年 2組） 

 



 

 

     

 

     

 

 

 

・人それぞれもつ疑問のジャンルに違いがあって、聞いていてとても面白かったです。 

 一筆書きと 10 円玉の汚れは試せそうなので、試してみようと思いました。星砂も、集 

めたことはあっても、1 つ 1 つの形に興味をもったことはなかったので、知れてよかっ 

たです。 

・5 分以内に発表することができなかったので、次の機会にはもっと簡潔に話そうと思っ 

た。皆、身の回りの不思議を探究することができていてすごいと思った。 

・人前で発表するのは嫌だったけど、やってみるとそうでもなかった。みんな丁寧にポス 

ターにまとめられていて、聞いていて面白かった。自由研究っぽくて、ポスター作るの 

も楽しかったです。 

・実際に、前に出て発表すると、うまく説明できなかったです。どの人も自分なりに確か 

めたり、実験をして考えをまとめていたので、当たり前のことがどうしてそうなってい 

るのかを知る良い機会だったと思います。他にも色々なことについて興味がでてきて面 

白かったです。 

 

 

 

 2013.09.02 ▮ ミニポスターセッション（1年 3組） 

 

9 月の第一週、理数科 1 学年の「SSH 探究Ⅰ」の授業にて、ミニポスターセッションを 

行いました。ポスターは“身の周りの不思議を科学する”をテーマに作成しました。 

事前に説明会を行い、ポスター作成および発表の準備は夏休みの課題となっていたため、 

夏休みの間に各自が調べてきたことや実験したことを発表しました。 

 

 今回はグループ（８名）で発表会を行い、一人持ち時間 5 分・質疑応答の形式で実施し 



 

 

ました。アットホームで和気あいあいとした雰囲気の中での発表会だったため、各会場と 

も発表後に多くの質問や意見が出て、活発にディスカッションする姿が見られました。 

 授業後の生徒の感想からは“新たな疑問が出てきた”や“研究を続けていきたい”とい 

う意見があり、よい刺激になったようでした。 

 

 1 年生はこれから“SSH 探究Ⅱ”で行う課題研究に向けてテーマを模索します。今回の 

経験が次の研究に向けての更なるステップとなることを期待しています。 

 

     

 

     

 

 

 

・発表を見て思ったことは、同じような流れでポスターをまとめていても様々な発表の仕 

 方があることです。図や写真があって見やすかったり、説明をくだいてわかりやすく発表 

 していたりと個々がとても面白かったです。また、知っているようで知らないことを調べ 

 ている人もいて、とても勉強になりました。成功だけが研究じゃないんだとも分かったの 

 で、これからも色々なことを調べてみたいです。 

・自分の番になると、思ったよりも緊張しました。皆それぞれのテーマで深く調べていた 

 のですごいと思いました。次回ポスターセッションするときは、もっと上手にまとめた 

 り、見出しなどの工夫もしていきたいと思いました。 

・言われてみれば不思議だと思うことが多かった。みんな素晴らしく、どれも興味をひく 

 もので、とても面白かった。来年もあるなら、もっと素晴らしいものが見れそうなので 

 とても楽しみ。 

・発表はすごく緊張したけど、とてもいい経験になった。他の人の意見を聞くことでこう 

 いう考え方もあるんだと思った。質疑応答がとても楽しかった。 


